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○点検・評価の概要

１ 趣旨

地方教育行政の組織及び運営に関する法律により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行

い、その結果に関する報告書を作成し議会に提出するとともに、公表することとされています。

この規定に基づき、十和田市教育委員会では、市民への説明責任を果たし効果的な教育行政を推進するため、教育委員会の事務の点検及び評価を

実施し、その結果を報告書としてまとめました。

２ 点検・評価の方法

(1) 点検・評価の対象

十和田市教育施策の基本方針に基づいて実施する各分野区分を構成する主な事業を対象とし、令和６年度に実施した事業について点検・評価

を行いました。

(2) 学識経験者の知見の活用

点検・評価の客観性を確保するため、評価委員による会議を開催し、教育に関し学識経験を有する者（評価委員３名）から意見をいただき、

点検・評価の実施と報告書の作成を行いました。

(3) 評価項目

評価項目を以下の５つの項目で評価しました。

評価委員氏名 経 歴 等

長谷川 光治 氏 元三本木高校校長

神 龍 子 氏 元七戸町教育長

益 川 毅 氏 元十和田市教育委員会教育委員

評価項目 視 点

必要性 当該事務事業を実施する必要があるか

妥当性 行政が実施すべきものであるか

有効性 期待した成果が得られているか、目的を達成しているか

効率性 投入した費用や人員、時間等は効率的に使われているか

公平性 受益者が特定の個人や団体に偏っていないか、また応分の負担となっているか
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(4) 評価基準

５つの評価項目をＡからＤの４段階で評価し点数を付しました。

(5) 総合評価

各評価項目の評点の合計から次のとおりとしました。

評価

評点

評価項目

Ａ

（良好）

５点

Ｂ

（概ね良好）

４点

Ｃ

（あまり良好でない）

３点

Ｄ

（良好でない）

１点

必要性

市民・学校等のニーズが高い、ま

たはニーズと別に教育施策の推

進上必要(施設等の整備、学校教
育の充実、人材の育成確保等)

市民・学校等のニーズが、あ

る程度高い

市民・学校等のニーズがあま

り高くないため、必要性を検

討する余地がある

市民・学校等のニーズがな

い、または感じられないため

必要性がない

妥当性

法令等で行政による実施が義務

付けられている

公共性や収益性から民間で

は困難（行政が実施すべき）

安定性、継続性、料金等の面

で民間による実施に疑問（行

政が実施した方が良い）

行政が実施する妥当性はな

い（民間で同等以上のサービ

ス提供が可能）

有効性

十分な成果がある（達成率 80％

以上）

おおむね期待した効果が得

られている（達成率 50％以上

80％未満）

期待した効果が得られてい

ない（達成率 30％以上 50％

未満）

ほとんど、または全く効果が

ない（達成率 30％未満）

効率性

効率的に実施されている（費用等

の削減余地はほとんどない）

おおむね効率的に実施され

ている（費用等の削減余地は

小さい）

あまり効率的ではない（費用

等の削減余地がある）

効率的でない（費用等を見直

す必要がある）

公平性

広く市民を対象としている、また

は受益者が特定されているが根

拠が明確・適切である

受益者が特定されているが、

応分の負担をしており適切

である

受益者が特定されているが、

応分の負担となっているか

検討の余地がある

受益者が特定されているが、

応分の負担となっていない

総合評価 評点の合計（25点満点）
Ａ 23 ～ 25点
Ｂ 18 ～ 22点
Ｃ 11 ～ 17点
Ｄ ５ ～ 10点
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(6) 今後の方向性

今後の方向性は下表から選択しました。

３ 次年度以降について

点検・評価については、毎年度、評価委員からのご意見やご指摘をいただきながら、見直しや改善をしていくこととしています。

今後の方向性 内 容

拡 充 事業の規模を拡大、重点化を検討する

縮 小 事業の規模を縮小する

継 続 課題はあるが軽微であり、概ね期待した成果が得られているため、現状維持または多少の改善をしながら継続していく

見直し 課題があり、期待した成果が得られていないため、成果の向上を目指し手法や事業のあり方等を見直す

廃 止 ニーズがない、成果がないなどの理由で廃止する

終 了 事業の目的が達成された、または当初の事業期間が終了した
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○令和６年度十和田市教育施策の基本方針

十和田市教育委員会は、「～わたしたちが創る～希望と活力あふれる十和田」の実現に

向け、郷土に誇りと深い愛情をもち、多様さを増す社会の変化に的確に対応しながら、

たくましく未来を切り拓いていく人づくりを目指します。このため、

夢・希望・志の実現に向け、生きる力を育む学校教育

学びの循環のある地域を創る社会教育

健康で明るく豊かな生活を送ることができるスポーツ

心を豊かにする文化の創造と文化遺産の保存・継承・活用

に、家庭や地域社会との連携・協働を図りながら取り組みます。

令和６年 1月 22 日決定
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